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要旨 
In August 2012 at the Shinshutakato Youth Outdoor Learning Center, a social education program 
was developed and put into operation. The program – Let’s Think Living Our Lives in Harmony 
with the Earth at Southern Alps Geopark Camp – is aimed for pupils at 4th to 6th years of elemen-
tary school, and was planned as a 4-day 5-night event at the Southern Alps Geopark. The program 
uses the ESD framework devised by the National Institute for Educational Policy Research in 2012. 
Questionnaire surveys were carried out before the event, directly after, and one month after, and an-
alyzed using t-tests. Results showed significant differences on the three points in the ESD frame-
work, namely critical thinking ability, the ability to predict future image for making plan, and the 












でシンポジウムが行われた。2012 年 8 月に信州高遠青少年の家では、ジオパークを利用した教育事
業「南アルプスジオパークキャンプ～考えよう 大地と共に生きる私たちの命～」を小学 4 年生か
ら 6 年生を対象に、4 泊 5 日の日程で企画し、ESD を利用した社会教育プログラムを開発し実践し
た。その活動について報告する。 
 
                                                     
＊1  国立教育政策研究所社会教育実践研究センター、元国立信州高遠青少年自然の家 
＊2  国立信州高遠青少年自然の家 
＊3  国立信州高遠青少年自然の家 











































１ ESD の視点を生かしたキャンプづくり 
（１） キャンプ名・学校種と学年 
 「南アルプスジオパークキャンプ 






































































  構成概念Ⅰ 多様性･･･自然には、美しさや恵みとともに脅威が存在すること【多様】 
  構成概念Ⅱ 相互性･･･自然災害と地質には関係があること【相互】 
  構成概念Ⅲ 有限性･･･自然は人間の力では自由にならないこと【有限】 
  構成概念Ⅳ 公平性･･･寝食を共にするには、互いに尊重し合うことが大切であること【公平】 
  構成概念Ⅴ 連携性･･･災害を乗り越えた人々の知恵や地質学の知識を融合し、次の防災へ生か
すこと【連携】 
  構成概念Ⅵ 責任性･･･自然を守ったり、被害を少なくする防災への自分の考えを持ったりして、
行動すること【責任】 


































































































































































































・ 板山露頭 ・三義の地形 




・ 幕岩 ・北沢峠 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































（２） ESD の視点を導入する際の課題 
今回の実践は、ESD の７つの要素をすべて導入して行った。その結果、すべての要素において結
果が出たが、要素が多すぎて検証する際に焦点が不明瞭になってしまった。また、参加者が小学校
４～６年生と学年の幅が広かったことも原因と考える。 
今後、ESD の視点を導入する際は、要素を絞り、どの要素において子どもたちの能力・態度を育
てたいかを明確にし、事業運営に反映させるべきだと考える。 
 
 
参加者の感想（抜粋） 
